
令和３年度 宮崎県学校体育研究発表大会都城・三股大会 研究計画 

１ 宮崎県の研究主題 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 
２ 宮崎県部会別研究主題 

  ○ 小学校部会主題 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

○ 中学校部会主題 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

○ 高等学校部会主題  

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを継続するための 

資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

  ～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

○ 特別支援教育部会主題  

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

３ 主題の設定理由 

⑴ 新学習指導要領の趣旨 

今回の改訂の基本的な考え方として、『①子供たちに求められる資質・能力とは何かを社会と共有し、連携

する「社会に開かれた教育課程」を重視する』『②知識の理解の質を更に高め、確かな学力を育成すること』

『③体育・健康に関する指導の充実により、健やかな体を育成すること』などが挙げられる。 

⑵ 宮崎県の児童生徒の実態 

令和元年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査では、小学校５年生男女、中学校２年生男女の体力合

計点はそれぞれ全国平均を上回ったが、前年度に比べてすべての学年で低下する結果となった。特に、小学

校５年生男子の落ち込みが大きく、種目別に見るとこれまでの課題であった「握力」、「ボール投げ」に加

え、「シャトルラン」の低下が顕著であった。しかし、小学校５年生及び中学校２年生の男女ともに運動や

スポーツが「好き」、「大好き」という愛好度の高さはこれまでに引き続き全国上位であった。 

⑶ 宮崎県学校体育研究会が進める研究 

本県では、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校における１２年間の体育科・保健体育科学習を通し

て、学習内容の確実な定着を目指し、校種の接続及び発達の段階に応じた指導方法・評価の工夫を行い、豊

かなスポーツライフの実現に向けた児童生徒を育てるための具体的な実践を行っている。そこで、令和３年

度と令和４年度の２年間は、「球技ゴール型」の研究を深め、小中高特における「つながりのある学習」の一

層の充実を図ることを目指す。 

『つながりのある学習』における、“つながり”は、単に教材や領域種目を揃えることによるつながりで

はなく、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の１２年間を見通し、発達の段階に応じて系統化・明

確化された学習内容を、「どのように学ばせるのか」について学校段階等間の接続の中で計画的、かつ継続

的に行うことにより、学習内容の定着を図っていくことを目的としている。 



⑷ 研究を進めるにあたって 

   本県学校体育研究会においては、育成を目指す資質・能力の明確化、「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善の推進、体育科・保健体育科学習におけるカリキュラム・マネジメントの推

進の３つを研究の基本方針とした。さらに、この３つを念頭に置き、体育科・保健体育科学習にお

いて、カリキュラム・マネジメントや指導方法の工夫を行い、主体的・対話的で深い学びを実現す

る授業を展開できれば、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現す

るための資質・能力を育成することができるのではないかと考え、本主題を設定した。 

 

４ 研究の概要（研究構想図） 

 

 

めざす児童生徒像 

『 未来を切り拓く 心豊かでたくましい 宮崎の児童生徒 』 

 

研究の基本方針 

◯ 育成を目指す資質・能力の明確化 

◯ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

◯ 体育科・保健体育科学習におけるカリキュラム・マネジメントの推進 

 

研 究 主 題 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

○小学校部会主題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力の基礎を育む体育科の在り方 

○中学校部会主題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

○高等学校部会主題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを継続するための 

資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

○特別支援教育部会主題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方 

 

研 究 の 仮 説 

体育科・保健体育科学習において、カリキュラム・マネジメントや指導方法の工夫を行い、主体的・対話的

で深い学びを実現する授業を展開できれば、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフ

を実現するための資質・能力を育成することができるであろう。 

 

研 究 の 内 容 

『主体的・対話的で深い学びを実現する授業の在り方』 
⑴ カリキュラム・マネジメントの工夫 

○球技などにおける、１２年間を見通した「指導と評価の計画」の作成 

⑵ 指導方法の工夫 

○球技などにおける、児童生徒の姿に対する手立ての一体化表の作成及び活用 

 

生きる力 
たくましいからだ 豊かな心 すぐれた知性 



５  研究の内容 

  【研究の方向性の整理】 

     本県では、令和３年度と令和４年度の２年間は、「球技ゴール型」の研究を深め、小中高特における「つな

がりのある学習」の一層の充実を図ることを目指している。 

新学習指導要領において、体育の見方・考え方として、生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現・継続

する観点を踏まえ、「運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に果

たす役割の視点から捉え、自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付ける

こと」としている。また、中教審答申（平成２８年１２月２１日）では「今回の改訂が目指すのは、学習の内容と

方法の両方を重視し、子供の学びの過程を質的に高めていくことである。単元や題材のまとまりの中で、子

供たちが『何ができるようになるか』を明確にしながら、『何を学ぶか』という学習内容と、『どのように学ぶか』

という学びの過程を組み立てていくことが重要になる。」とも述べられている。 

そこで、本県では、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校における１２年間の体育科・保健体育科学習

を通して、学習内容の確実な定着を目指し、校種の接続及び発達の段階に応じた指導方法・評価の工夫を

行い、豊かなスポーツライフの実現に向けた児童生徒を育てるための具体的な実践を行っている。今年度は、

「球技ゴール型」の研究の１年目に当たる。そこで、主体的・対話的で深い学びにつなげる研究を行うために、

以下の２点に整理して研究を進めた。 

     

(１)  カリキュラム・マネジメントの工夫 

○  球技などにおける、12年間を見通した「指導と評価の計画」の作成 

(2)  指導方法の工夫 

       ○  球技などにおける、児童生徒の姿に対する手立ての一体化表の作成及び活用 

 

 (1)  カリキュラム・マネジメントの工夫 

〇  球技などにおける、12年間を見通した「指導と評価の計画」の作成 

        １２年間を見通して、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校のそれぞれの体連で球技（小学校はタ

グラグビー、中学校・高等学校・特別支援学校はバスケットボール）における指導と評価の計画を作成し

た。カード等を用いて行い、指導内容の順番や評価のタイミング等を検討しながら指導と評価の計画を作

成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【研究内容と研究の方向性を整理した一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【小学校第４学年の指導と評価の計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【中学校第２学年の指導と評価の計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【高等学校第２学年の指導と評価の計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【特別支援学校第２学年の指導と評価の計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(2)  指導方法の工夫 

   〇  球技などにおける、児童生徒の姿に対する手立ての一体化表の作成及び活用  

        授業での児童生徒の評価を分かりやすく判断できるように、球技における児童生徒の評価において、A

（十分満足）・B（おおむね満足）・C（努力を要する）の規準を検討し作成した（特別支援は校種に則し

た評価規準）。さらに、C（努力を要する）の状況の児童生徒への手立てを検討し、毎時間の授業の指導

に生かせるようにした。その指導と評価が見て分かるように一体化表を作成した。 

  

〇  小学校の一体化表の活用の工夫 

研究部（県の研究グループ）で、ボール運動系の領域「ゴール型（ゲーム）」における一体化表を作

成した。単元の評価規準（A、B、Cの状況）を明確にするとともに、Cの状況（努力を要する状況・運動が

苦手等）の児童に対しての具体的な手立てを示し、指導の際に活用していく。 

「ゴール型（ゲーム）」は、低学年の「ボールゲーム」や「鬼遊び」を基盤としている。中・高学年では、

主にバスケットボールやサッカー、タグラグビーなどを、主として取り扱っていくが、種目によって特性が異

なる。そこで今回は、中学年の評価及び手立ての一体化表「タグラグビー編」を別途作成し、より具体的

にイメージしながら指導に生かすことができるようにした。 

 

〇  中学校の一体化表の活用の工夫 

         地区研究部で作成した一体化表を、教師が指導の際に活用できるようにした。毎時間の授業で A・

B・Cの評価の判断がしやすくなったことで、教師がその後の指導を組み立てやすくなるようにした。また、

特にCの状況の生徒への手立てをいくつか考えて表として作成することによって、教師が指導しやすくな

り、生徒の授業理解が深まるように生かした。 

 

〇  高等学校の一体化表の活用の工夫 

  地区教科研究委員会で作成した一体化表を基に、授業を実施した。評価基準の目安が定まって

いるため、授業における評価判断がしやすかった。特にＣの状況の生徒への声かけや指導もスム

ーズに行うことができ、有効性を感じた。Ｃの状況の生徒への手立ては、様々な手法があると考

えられる。いくつかの例示を作成しておくと、更に生徒の能力を育成する際に役立てることがで

きるのではないか。更なる工夫が必要だと感じた。 

 

〇  特別支援学校の一体化表の活用の工夫 

         作成した一体化表を、授業の中で教師が指導の際に活用できるようにした。生徒の実態が様々であ 

るため、各段階に応じた手立てを分かりやすくすることで、言葉掛けや支援の仕方が具体的にできるよう 

にした。また、各段階における目標の設定や評価の仕方を授業に関わる教師で共通理解することで、テ 

ィームティーチングがより機能的になるように工夫した。 

 

 

 

 

 



 

【小学校第 3・４学年一体化表（タグラグビー）】（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校第 1・２学年一体化表（バスケットボール）】（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【高等学校第１学年一体化表（バスケットボール）】（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特別支援学校一体化表（バスケットボール）】（一部抜粋） 

 

  


